
第 144回火山噴火予知連絡会 気象庁 

霧 島 山 （2019 年６月 10 日現在） 

えびの高原（硫黄山）周辺 

○ 概況（2019 年２月～６月 10 日）
・噴煙など表面現象の状況（図１～６、図 7-1-①②、図 7-2-①）

硫黄山では 2018 年４月 27 日以降、噴火は観測されていない。 

硫黄山の南側の噴気地帯では、活発な噴気活動が続いている。噴気の高さは 100

～400ｍ程度で経過した。硫黄山の西側 500ｍ付近では、噴気が最高 200ｍまで上が

るなど、やや活発な状態となっている。 

繰り返し実施した現地調査では、硫黄山の南側における活発な噴気活動を確認し

た。赤外熱映像装置による観測では、硫黄山周辺の噴気地帯でこれまでと同様に地

熱域を確認した。2019 年１月以降は噴気域及び地熱域のさらなる拡大は認められて

いない。 

2019 年３月 26 日に海上自衛隊第１航空群の協力により実施した上空からの観測

では、硫黄山の南側の噴気地帯で活発な噴気及び西側 500ｍ付近の噴気地帯でやや

活発な噴気を確認した。硫黄山周辺の噴気地帯で地熱域を確認した。また、硫黄山

の南側の噴気地帯の湯だまりを確認した。 

硫黄山の南側の高温の湯だまりは、拡大、縮小を繰り返していたが、５月頃から

縮小し、まとまった降水の後を除き、監視カメラではほとんど確認できていない。 

硫黄山周辺の沢の水は、引き続き白濁した状態が続いているが、３月頃から濁り

が少なくなり、５月 22 日の観測では、ほぼ透明となっていた。 

・地震や微動の発生状況（図 7-1-③⑤⑥⑦、図 7-2-②③、図８）

硫黄山付近では、ごく微小な地震を含む火山性地震は概ね少ない状態で経過した。

震源は主に硫黄山近傍のごく浅いところから深さ１km 付近に分布した。浅い所を震

源とする低周波地震は、引き続き発生しているが少ない状態である。 

硫黄山近傍に設置している「霧島硫黄山２」観測点の振幅は、噴火開始前よりも

大きな状態で経過していたが、2019 年４月頃から振幅が小さくなっている。この振

幅の大きさの増減は、噴気や熱水の活動に伴うものと考えられる。 

火山性微動は、2018 年６月 20 日以降、観測されていない。 

えびの高原周辺のやや広い範囲（韓国岳や大浪池など）では、地震活動が続いて

いるが概ね少ない状態である。震源は韓国岳近傍とその周辺の深さ０～３km 付近及

び大浪池近傍の深さ２～４km 付近に分布した。 

硫黄山では、2018 年４月 27 日以降、噴火は観測されていない。引き続き活発な噴気

活動が続いているが、2019 年１月以降はその規模のさらなる拡大は認められない。 

硫黄山付近では、ごく微小な地震を含む火山性地震は 2019 年２月以降概ね少ない状

態で経過している。 

GNSS 連続観測では、硫黄山近傍の基線の伸びは、2019 年２月頃から停滞している。 

硫黄山では、噴火の兆候は認められない。 

現在活発な噴気活動がみられている硫黄山の西側500ｍの噴気地帯から概ね100ｍの

範囲、及び硫黄山火口内では、熱水・熱泥等が飛散する可能性があるため注意が必要

である。また、火山ガスにも注意が必要である。 
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・地殻変動の状況（図 7-1-④、図 7-2-⑤、図９、図 11、図 12、図 14～16）

GNSS 連続観測では、硫黄山近傍の基線で、2018 年３月頃から山体の膨張を示す

変動がみられていたが、４月 19 日の噴火に伴い、山体の収縮を示す変動がみられ

た。その後、６月上旬から再び伸びの傾向が続いていたが、2019 年２月頃から停滞

している。霧島山の深い場所でのマグマの蓄積を示すと考えられる基線の伸びは

2019 年２月以降停滞している。 

硫黄山周辺の傾斜計では、特段の変化は認められていない。 

・全磁力変化の状況（図 13）

観測を開始した 2016 年２月以降、硫黄山の北側の観測点では全磁力の増加が、

南側の観測点では全磁力の減少が継続しており、硫黄山周辺の地下で熱消磁現象が

現在も進行していると考えられるが、北側の一部の観測点では４月頃からその傾向

が鈍化している。 
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 図１ 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 噴火位置、主な地熱域及び地上観測位置 

・ は噴火位置を示す。〇は気象庁、●は東京大学地震研究所の観測点を示す。

・主な地熱域及び噴気地帯を●で示す。

・４月９日に確認した噴気地帯及び地熱域を●で示す（一時期、活発な泥水の噴出がみられた）。

・噴火以降に拡大した噴気地帯を●及び●で示す。

・●の領域内で湯だまり及び活発な熱水の噴出がみられている。

・図４、図６の観測位置及び撮影方向を●で示す。

この地図の作成には、国土地理院発行の『基盤地図情報（数値標高モデル）』及び国土数値情報の『湖沼』を

使用した。

想定火口（半径 250ｍ）

2018.4.19噴火位置

地理院地図 

2018.4.26噴火位置

えびのエコミュージアムセンター 

硫黄山西♦ 

：地上観測位置 

：撮影方向 

沈殿池上流 

図６ 

図 4-2 

図 4-4 

図 4-5 

図 4-1 

図 4-6 

図 4-3 

（韓国岳） 
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南側の噴気地帯 

からの噴気 

西側 500ｍ付近の噴気 

図 2-1 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山付近の状況 
（５月 10 日、えびの高原監視カメラによる） 

・硫黄山の南側の噴気地帯では、活発な噴気活動が続いている。噴気の高さは 100～400ｍ程度で

経過した。

・硫黄山の西側 500ｍ付近では、噴気が最高 200ｍまで上がるなど、やや活発な状態となっている。 

図 2-2 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山南側の状況 
（硫黄山南監視カメラによる） 

硫黄山の南側の高温の湯だまり（白破線）は、拡大、縮小を繰り返していたが、５月

頃から縮小し、まとまった降水の後を除き、監視カメラではほとんど確認できていない。 
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 図 3-1 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 図 3-2 に示した硫黄山の放熱率算出の解

析領域と温度分布の例（2019 年４月 11 日 10 時 56 分） 

・韓国岳４合目において撮影した赤外熱映像装置による観測データを使用した。

・上図の領域Ａ及びＢ内を解析領域とした。

・下図は領域内の温度ピクセルの頻度分布と、それを正規分布に当てはめた結果との比

較であり、概ね正規分布の平均値 T0 と頻度のモードが一致しているため非地熱域を

正規分布で近似した。 

T0(14.7℃) 

ピクセル数 

温度階級(℃) 

T0+3σ(22.7℃) 

(T0,σ) 
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(MW) 

(m2) 

(x10-3 MW) 

(℃) 

図 3-2 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 地表面温度分布より算出した硫黄山の 

放熱率の推移（値を観測日ごとに平均）（2016 年１月～2019 年６月） 

図 3-1 に示した領域Ａ、Ｂを解析範囲とし、領域内の温度頻度分布の平均値 T0と偏

差σから、T0+3σ以上を明らかな地熱域とみなし、Sekioka(1983)により放熱率を算出

し、値を観測日毎に平均した。積雪のある観測日のデータは、以上の仮定を満たさな

いので除去している。 

・噴火後（2018 年５月）は放熱率は減少傾向であったが 10 月頃から増加した。2019 年

４月には減少しているが、この変化は季節変動の可能性もある。

・2018 年７月 19 日、９月 27 日及び 2019 年６月 13 日のデータでは、噴煙により地熱域

が遮蔽され見かけ上放熱率が低くなっている（図中青破線域内）。

※2018 年２月 26 日以降は規制区域の変更に伴い、観測位置を変更した。

H2640/TH92-483_解像度 640×480 

TH9100/TH91-383_解像度 320×240 

R500EX-Pro/IRL-WX02D_解像度 640×480 
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図 4-1 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山南側の湯だまりの状況 

（2019 年５月 22 日） 

・硫黄山南監視カメラで確認できていた湯だまりはほぼ消失しているのを確認した。

・勢いの強い噴気孔周辺では断続的に噴湯現象（赤破線内）を観測した。

2019 年５月 22日 13 時 57 分 
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2019年３月20日（晴、気温：17.3℃） 2019 年３月 20日 14 時 41 分 

図 4-2 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山の状況 

・硫黄山の南側の噴気地帯では、引き続き活発な噴気を確認した。硫黄山の西側 500ｍ付

近では引き続きやや活発な噴気活動がみられる。

・今期間の観測において、硫黄山付近での地熱域（黄破線）を引き続き確認した。

2019 年４月 11日 12 時 25 分 2019 年４月 11日（曇、気温:8.0℃） 

2019年５月22日（晴、気温:18.2℃） 2019 年５月 22日 15 時 09 分 

硫黄山の西側 500ｍ付近の噴気 

硫黄山の南側の噴気 
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2017 年 10 月 26 日 11 時 35 分 

2019 年６月 13日（薄曇り、気温 17.5℃） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-3 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山及びその周辺の状況 
 

硫黄山南側及び硫黄山西側 500ｍ付近にかけて、活発な噴気活動を確認したが、噴気域及

び地熱域のさらなる拡大は認められていない。 
※噴気の影響により、地熱域等の温度が低めに測定されることがある。 

2019 年４月 11日（晴、気温：7.5℃） 

2019 年４月 11日 10 時 35 分 

 

南西側（旧韓国岳登山道脇）の地熱域 

西側 500ｍ付近の噴気地帯 
 

南西側（硫黄山南西観測点付近）の地熱域 
西南西側の地熱域 

北西斜面の地熱域 

西側 500ｍ付近の噴気地帯 
 

南西側（硫黄山南西観測点付近）の地熱域 

西南西側の地熱域 

北西斜面の地熱域 

南西側（旧韓国岳登山道脇）の地熱域 

2019 年６月 13日 10 時 53 分 
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図 4-5 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山北西斜面の状況 
 

噴気活動や地熱域の範囲に大きな変化は認められなかった。 

2018 年 10 月 29 日（快晴、気温：15.5℃） 2018 年 10 月 29 日 15 時 15 分 

地熱域

2019 年５月 22日(晴、気温：19.4℃) 2019 年５月 22日 12 時 45 分 

2019 年５月 22日 11 時 45 分

2018 年 10 月 29 日 16 時 00 分

2019 年５月 22日（晴、15.5℃）

2018 年 10 月 29 日（快晴、15.5℃）

図 4-4 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山北東側斜面の状況 
 

新たな噴気及び地熱域は認められなかった。 
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図 4-6 霧島山（えびの高原(硫黄山)周辺） 硫黄山南西側の状況 
 

・旧韓国岳登山道脇の地熱域（白破線）の分布に大きな変化は認められなかった。 

・硫黄山南西観測点付近の地熱域（赤破線）の分布は、前回（2017 年 12 月 19 日）と比べ

て拡大が認められた。なお、この地熱域は、2018 年 12 月 13 日の現地調査において拡大

が認められている。 

 
 
 
 

図 5-1 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山及び西側 500ｍ付近の状況 
 

硫黄山の南側（黄破線）の噴気地帯で活発な噴気を、また西側 500ｍ付近（赤破線）の

噴気地帯でやや活発な噴気を引き続き確認した。 
 

2019 年５月 22日(晴、19.4℃) 2019 年５月 22日 13 時 42 分 

2017 年 12 月 19 日（曇、0.8℃） 2017 年 12 月 19 日 12 時 10 分 

2019 年 01 月 18 日 

近畿地方整備局ヘリコプターから撮影 

2019 年３月 26 日 

海上自衛隊第 1 航空群 P-3C から撮影 

霧島山71



第 144回火山噴火予知連絡会 気象庁 

2019 年 01 月 18 日 15 時 03 分（晴） 

近畿地方整備局ヘリコプターから撮影 

2019 年３月 26日 15 時 05 分（快晴） 

海上自衛隊第 1航空群 P-3C から撮影 

図 5-2 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山の南側の状況 

（上段：３月 26 日、下段：１月 18 日） 

硫黄山の南側の噴気地帯の湯だまり(黒破線)を確認した。 
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地理院地図 
（m） 

図 5-3 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 機上観測位置及び撮影方向 
 
 

図 5-1 右、図 5-2 上段 

図 5-1 左 

図 5-2 下段 

：機上観測位置 

：撮影方向 
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流下方向 

流下方向 

2019 年１月 25日 2019 年３月 20日 

流下方向 

2019 年４月 11日 

流下方向 

2019 年５月 22日 

図６ えびの高原（硫黄山）周辺 沈殿池上流の様子 
 

・硫黄山周辺の沢の水は、引き続き白濁した状態が続いているが、３月頃から濁りが少なり、 

５月 22 日の観測では、ほぼ透明となっていた。 

・水素イオン濃度や電気伝導度は、１月頃から次第に低くなる傾向が認められた。 
 

 

 

(℃) (S/m、pH、モル比) 
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図 7-1 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 火山活動経過図 

（2018 年１月～2019 年６月 10 日） 
 

・硫黄山の南側の噴気地帯では、引き続き活発な噴気活動が続いている。硫黄山の西側 500

ｍ付近の噴気活動は、2018 年９月以降やや活発な状態となっている。 

・硫黄山近傍に設置している地震計では、活発な噴気・熱水活動により振幅の大きな状態が

続いていたが、４月初め頃（青矢印）から小さくなっている。 

・火山性微動は 2018 年６月 20 日以降、観測されていない。 

・ごく微小な地震を含む火山性地震は、概ね少ない状態で経過した。 
 

※④の 2018 年１月頃にみられる変化は、地面の凍上の影響と考えられる。 

 
 

2018 年６月 22 日 11 時 23 分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4/7 噴気活発化→ 

 4/19 噴火→ 

4/26 噴火 5/21 

４月19日の噴火に伴う変動 
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図 7-2 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 火山活動経過図 

（2013 年 12 月～2019 年６月 10 日） 
 

※2016 年２月 10 日 14 時 43 分頃に発生した火山性微動は、韓国岳北東観測点が欠測中だっ

たため③のグラフには掲載していない。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

×検出なし 
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図８ 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 震源分布図（2015 年１月～2019 年６月 10 日） 

震源は、主に硫黄山近傍のごく浅いところから深さ１km 付近、韓国岳近傍とその周辺の深さ０

～３km 付近及び大浪池近傍の深さ２～４km 付近に分布した。 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。

 

:2019 年２月～2019 年６月 10 日の震源 

:2015 年１月～2019 年１月 31 日の震源 

南北方向の時系列図震央分布図

東西断面図 深さの時系列図

▲ 

えびの岳 

甑岳 

硫黄山 

韓国岳 

大浪池 

白鳥山 
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図９ 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） GNSS 連続観測による基線長変化 

（2017 年 10 月～2019 年６月 10 日） 

GNSS 連続観測では、硫黄山近傍の基線で、2018 年３月頃から山体の膨張を示す変動（青
矢印）がみられていたが、４月 19日の噴火（▲）後に山体の収縮を示す変動（黒矢印）
がみられた。その後、６月上旬から再び伸びの傾向（赤矢印）が続いていたが、2019 年
２月頃から停滞している。 

これらの基線は図 10 の①～⑤に対応している。 
緑色の破線内の変化は、地面の凍上の影響と考えられる。
基線の空白部分は欠測を示している。 

▲ 2018 年４月 19 日

2018 年７月 11 日解析開始

2018 年７月 11 日解析開始
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図 10 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山周辺の GNSS 観測点基線図 
 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』及び国土数値情報

の『湖沼』を使用した。 
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図 11-1 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） GNSS 連続観測による基線長変化 

（2015 年１月～2019 年６月 10 日） 
 

GNSS 連続観測では、霧島山の深い場所でのマグマの蓄積を示すと考えられる基線の伸び

（赤矢印）は 2019 年２月以降停滞している。えびの高原周辺の基線（②）での硫黄山付近

の膨張を示すと考えられる基線の伸び（青矢印）は概ね停滞している。 
 

これらの基線は図 12 の①～⑤に対応している。 

緑色の破線内の変化は、地面の凍上の影響と考えられる。 

基線の空白部分は欠測を示している。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新燃岳噴火 

新燃岳噴火 

新燃岳噴火 
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図 11-2 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） GNSS 連続観測による基線長変化 

（2015 年１月～2019 年６月 10 日） 
 

GNSS 連続観測では、霧島山の深い場所でのマグマの蓄積を示すと考えられる基線の伸び

（赤矢印）及び、えびの高原周辺の基線（⑧）での硫黄山付近の膨張を示すと考えられる

基線の伸び（青矢印）はそれぞれ 2019 年２月頃から停滞している。 
 

これらの基線は図 12 の⑥～⑩に対応している。 

緑色の破線内の変化は、地面の凍上の影響と考えられる。 

基線の空白部分は欠測を示している。 

（国）：国土地理院 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

霧島山81



第 144回火山噴火予知連絡会                                    気象庁 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 12 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） GNSS 観測点基線図 
 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示す。

（国）：国土地理院 
 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』及び国土数値

情報の『湖沼』を使用した。 
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図 13-2 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 全磁力連続観測点で観測された全磁力

変動（2016 年２月～2019 年６月 15 日） 

・硫黄山の南約 60km にある地磁気観測所祓川観測点で観測された全磁力値を基準とした場合の

00:00 から 02:59（JST）での日平均値を示す。 

・図上部の赤三角は 2018 年４月 19 日および４月 26 日の噴火の発生を示す。

・図上部の青矢印で示した３つの期間（期間１～３）に観測された全磁力変動を説明するため

の等価磁気双極子モデルを推定した（図 13-3、13-4）。

○概況（2019 年２月～2019 年６月 15 日）

観測を開始した 2016 年２月以降、硫黄山山頂部の噴気帯北側の観測点では全磁力の増加が、

南側の観測点では全磁力の減少が継続しており、硫黄山周辺の地下で熱消磁現象が現在も進

行していると考えられるが、北側の一部の観測点では４月頃からその傾向が鈍化している。

図 13-1 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 全磁力連続観測点配置図 

この地図の作成には、国土地理院の地理院地図（電子国土 Web）を使用した。 

 

硫黄山北東 

硫黄山南東 

硫黄山南 

硫黄山東 

不動池北 

硫黄山北 

N

●

● 

● 

●

● ● 

期間１
(2017/2/27～2018/2/25） 

期間２
(2018/2/25～2019/1/30） 

期間３
(2019/1/30～2019/6/4） 
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図 13-3 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 図 13-2 の３つの期間に観測された各観

測点における全磁力変動（Obs）及び推定された等価磁気双極子モデル（図 13-4）

から計算される全磁力変動（Cal） 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

200 m 200 m 

200 m 

Obs (nT) Cal (nT) 
+5

0

-5

+5

0

-5

期間１

(2017/2/27～2018/2/25） 
期間２

(2018/2/25～2019/1/30）

期間３

(2019/1/30～2019/6/4） 
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図 13-3 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 図 13-2 の３つの期間に観測された各観

測点における全磁力変動を説明するために推定された等価磁気双極子モデル 
・期間１及び３については火口北西のごく浅部に、期間２については火口の地下約 500ｍの位置に

熱消磁を表す等価磁気双極子がそれぞれ推定された。 

・期間３については、観測された熱消磁効果による全磁力変動の振幅が全ての観測で小さいため、

推定されたモデルパラメータの信頼性が低い可能性がある。
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

 

 

200m

期間１

期間２

期間 3 
 

期間１

期間２

期間 3 
 

モーメント強度（106Am2）
期間１
2017/02/27～2018/02/25
期間２
2018/02/25～2019/01/30
期間３
2019/01/30～2019/06/04

1.9

8.8

1.3

標高（ｍ） 
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新燃岳 

○ 概況（2019 年２月～６月 10 日）
・噴煙など表面現象の状況（図１～６、図 8-1-①⑤、図 8-2-①）

新燃岳では 2018 年６月 28 日以降、噴火は観測されていない。 

白色の噴煙の高さは火口縁上概ね 200ｍ以下で経過した。火口西側斜面の割れ目

付近の噴気は引き続き認められ、概ね高さ 10ｍ以下で経過した。 

新湯温泉付近及び韓国岳からの現地調査では、引き続き火口内を覆う溶岩の中心

部及び縁辺部の一部で白色の噴煙が上がっているのを確認し、これに対応する地熱

域が認められたが、これまでの観測と比べ特段の変化は認められなかった。また、

流下した溶岩の上部、火口西側斜面の割れ目付近及び割れ目下方でも地熱域が認め

られた。 

３月 26 日に海上自衛隊第１航空群の協力により実施した上空からの観測では、

新燃岳の火口内は引き続き溶岩で覆われており、火口内の中心部及び縁辺部の一部

で白色の噴気が上がっているのを確認した。 

・地震や微動の発生状況（図７、図 8-1-②③⑥⑦、図 8-2-③～⑤、図 8-3）

 新燃岳火口直下を震源とする火山性地震は、2019 年２月下旬及び５月中旬に BH

型地震を中心に一時的に増加したが、それ以外は概ね少ない状態で経過した。BL 型

地震は 2019 年２月 27 日以降観測されていない。BP 型及び BT 型地震が時々発生し

た。 

地震回数は２月 180 回、３月 62 回、４月 35 回、５月 113 回、６月３回（10 日現

在）で、震源は新燃岳のごく浅いところから深さ１km 付近及び新燃岳火口の西側２

km 付近の深さ３km 付近に分布した。 

火山性微動は 2018 年 10 月 24 日以降観測されていない。 

・火山ガスの状況（図 8-1-④⑧、図 8-2-②）

2019 年３月 14 日、４月 26 日に実施した現地調査では、火山ガス（二酸化硫黄）

の放出量は検出限界未満であった。 

・地殻変動の状況（図 8-2-⑥、図９、図 10）

新燃岳近傍の傾斜計では、山体膨張を示す顕著な変化は観測されていない。 

GNSS 連続観測では、霧島山の深い場所でのマグマの蓄積を示すと考えられる基線

新燃岳では 2018 年６月 28 日以降、噴火は観測されていない。 

火山性地震は、2019 年２月下旬及び５月中旬に BH 型地震を中心に一時的に増加した

が、それ以外は少ない状態で経過した。 

火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、2018 年９月下旬以降少ない状態で経過している。 

GNSS 連続観測では、霧島山の深い場所でのマグマの蓄積を示すと考えられる基線の伸

びは 2019 年２月頃から停滞している。 

活火山であることから、火口内及び西側斜面の割れ目付近では、火山灰の噴出や火山

ガス等に注意が必要である。 

なお、これまでの噴火により登山道等が危険な状態となっている可能性があるため、

引き続き地元自治体等が行う立入規制等に留意が必要である。 
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の伸びは 2019 年２月頃から停滞している。 

図１ 霧島山（新燃岳） 噴煙の状況 

（上図：３月８日韓国岳監視カメラ、下図：５月 20 日、猪子石監視カメラによる） 

・白色の噴煙の高さは火口縁上概ね 200ｍ以下で経過した。５月 20日には一時的に 700

ｍまで上がった。

・火口西側斜面の割れ目付近の噴気は、断続的に確認されている（黄破線）。
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図２ 霧島山（新燃岳） 観測位置及び撮影方向 
 

 

地理院地図 

西側斜面の割れ目 

新燃岳 

２km 

図３（新湯温泉付近） 

図４（韓国岳） 

：機上観測位置 

：地上観測位置 

：撮影方向 

地理院地図 

図６-④ 

図６-③ 

図６-①② 
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2019 年３月 20日（晴、気温:15.3℃） 

2019年２月26日（快晴、気温:15.2℃） 

流下した溶岩 
西側割れ目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 霧島山（新燃岳） 新燃岳南西側の状況（新湯温泉付近から観測） 
 

火口内を覆う溶岩の縁辺部及び火口西側斜面の割れ目の下方では引き続き地熱域を確認した。

また、溶岩の縁辺部では引き続き噴気を確認した。 

※2015 年 11 月以降、西側斜面の割れ目の下方で弱い地熱域を観測している。 

 

日射の影響 

2019 年３月 20日 10 時 32 分 

流下した溶岩 西側割れ目 

割れ目の下方 

溶岩の縁辺部 

2019 年２月 26日 09 時 51 分 

流下した溶岩 西側割れ目 

2019 年４月 22日 11 時 08 分 

割れ目の下方 

2019 年４月 22日（曇、気温:19.3℃） 

日射の影響 

日射の影響 割れ目の下方 

溶岩の縁辺部 

2019 年１月 25日（快晴、気温：13.5℃）

流下した溶岩 
西側割れ目 

割れ目の下方 

2019 年１月 25日 15 時 03 分 

日射の影響 
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図４ 霧島山（新燃岳） 火口内及び西側斜面の状況（韓国岳から観測） 
 

・火口内を覆う溶岩の中心部及び縁辺部の一部で白色の噴気が上がっているのを確認し、これに対

応する地熱域が認められたが、これまでの観測と比べ特段の変化は認められなかった。 

・12 月 13 日以降の現地調査では、火口西側斜面の割れ目付近で地熱域を確認した。 

 

2019 年１月９日 12 時 25 分 2019 年１月９日（晴、気温：5.0℃） 

2019 年６月 13 日（薄曇、気温 17.3℃） 2019 年６月 13 日 11 時 59 分 
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 図 5-2 霧島山（新燃岳） 地表面温度分布より算出した新燃岳の放熱率の推移 

（値を観測日ごとに平均）（2017 年５月 11 日～2019 年６月 13 日） 

図４の観測データを用い、Sekioka(1983)の手法により放熱率を算出し、値を観測日ごと

に平均した。図 5-1 に示した領域Ａ、Ｂを解析範囲とし、領域内の温度頻度分布を正規分布

に当てはめた時の平均値 T0と偏差σから、T0+3σ以上を明らかな地熱域とみなした。 

ピクセル数 

温度階級(℃) 

2018 年３月 28 日 12 時 14 分 T0(16.6℃) 

T0+3σ(20.2℃) 

領域 A 領域 B 

図 5-1 霧島山（新燃岳） 図 5-2 に示した新燃岳の放熱率算出の解析領域と温度分布の

例（2018 年３月 28 日 12 時 14 分） 

・左図の領域Ａ及びＢ内を解析領域とした。

・右図は領域内の温度ピクセルの頻度分布と、それを正規分布に当てはめた結果との比

較であり、概ね正規分布の平均値 T0 と頻度のモードが一致しているため非地熱域を

正規分布で近似した。 

・T0+3σ以上を明らかな地熱域とみなし、地熱域の面積及び放熱率を算出した。

頻度分布(ピクセル数) 

正規分布（T0,σ） 

0.E+00

1.E+07

2.E+07

3.E+07

4.E+07

5.E+07

6.E+07

7.E+07

8.E+07

17年1月 17年7月 18年1月 18年7月 19年1月

火口内、火口北側及び北西側斜面（領域Ａ）

火口西側割れ目周辺（領域Ｂ）

（Watt）

霧島山91



第 144回火山噴火予知連絡会                                    気象庁 

 

図６ 霧島山（新燃岳） 新燃岳火口周辺および西側斜面の状況 

（①、②：2019 年３月 26 日、③：2018 年 10 月 22 日、④：2018 年６月 22 日） 
 

・10 月 22 日に実施した観測では、火口内は引き続き溶岩で覆われていた。また、火口の北西側

から流下した溶岩を確認することができた。 

・火口内を覆う溶岩の中心部及び縁辺部の一部で白色の噴気が上がっているのを確認した。 

2018 年６月 22 日 11 時 39 分（晴） 

鹿児島県消防・防災ヘリコプターから撮影 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2018 年 10 月 22 日 13 時 52 分（晴） 

海上自衛隊第１航空群 P-3C から撮影 

① ② 

③ ④ 

2019 年３月 26 日 14 時 59 分（快晴） 

海上自衛隊第 1 航空群 P-3C から撮影 

2019 年３月 26 日 14 時 59 分（快晴） 

海上自衛隊第 1 航空群 P-3C から撮影 
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:：2018 年９月の震源 

:：2015 年１月～2018 年８月の震源

：2019 年２月～６月 10 日の震源 

：2015 年１月～2019 年１月 31 日の震源 

東西断面図

南北方向の時系列図

深さの時系列図 

震央分布図

△ 

韓国岳 

新燃岳 

図７ 霧島山（新燃岳） 震源分布図（2015 年１月～2019 年６月 10 日） 

＜2019 年２月～６月 10日の状況＞ 

震源は、新燃岳のごく浅いところから深さ１km付近及び新燃岳火口の西側２km 付近の

深さ３km付近に分布した。 

※新燃岳周辺の震源のみ図示している。

※観測点の障害により、震源が求まらなかった期間がある（青破線枠）。

※この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。
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図 8-1 霧島山（新燃岳） 火山活動経過図（2003 年１月～2019 年６月 10 日） 
 

⑥の赤線は、地震の回数の積算を示す。 

×検出なし 

×検出なし 
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図 8-2 霧島山（新燃岳） 火山活動経過図（2018 年２月～2019 年６月 10 日） 
 

＜2019年２月～６月10日の状況＞ 

・白色の噴煙の高さは火口縁上概ね200ｍ以下で経過した。 

・火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、検出限界未満で経過している。 

・火山性地震は、2019年２月下旬及び５月中旬にBH型地震を中心に一時的に増加したが、それ

以外は概ね少ない状態で経過した。BL型地震は2019年２月27日以降観測されていない。 

・火山性微動は、2018年10月24日以降観測されていない。 
 

④火山性微動の振幅が大きい状態では、振幅の小さな火山性地震の回数は計数できていない。 
⑤の赤線は、地震の回数の積算を示す。 
⑥2018年６月下旬から７月下旬にかけてまとまった降水があったため、高千穂河原観測点の傾斜計で

は、同期間にその影響と考えられる変動がみられている。 
 

×検出なし 

 

東西方向（東上がり） 

南北方向（北上がり） 2.0μrad 
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図 8-3 霧島山（新燃岳） 火山活動経過図（2017 年９月～2019 年６月 10 日） 
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図 9-1 霧島山（新燃岳） GNSS 連続観測による基線長変化 

（2015 年１月～2019 年６月 10 日） 
 

GNSS 連続観測では、霧島山の深い場所でのマグマの蓄積を示すと考えられる基線

の伸び（赤矢印）は 2019 年２月頃から停滞している。 
 

これらの基線は図 11 の①～⑥に対応している。 
基線の空白部分は欠測を示している。 
一部の観測点に関連する基線で５月中旬頃に変化が認められるが（黄破線内）、 
火山活動とは関係のない変化と判断している 
 

新燃岳噴火 

新燃岳噴火 
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図 9-2 霧島山（新燃岳） GNSS 連続観測による基線長変化 

（2015 年１月～2019 年６月 10 日） 
 

GNSS 連続観測では、霧島山の深い場所でのマグマの蓄積を示すと考えられる基線

の伸び（赤矢印）は 2019 年２月頃から停滞している。 
 

これらの基線は図 11 の⑦～⑪に対応している。 

緑色の破線内の変化は、地面の凍上の影響と考えられる。 

一部の観測点に関連する基線で５月中旬頃に変化が認められるが（黄破線内）、 
火山活動とは関係のない変化と判断している 
基線の空白部分は欠測を示している。 

（国）：国土地理院 
 

新燃岳噴火 

新燃岳噴火 
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山川・茂木モデル 
（加圧モデル） 
固定した座標位置 

緯度 31.9345 
経度 130.8109 

標高(m) -7150 
 開始日 終了日 ソース膨張量

 
(１) 2009/11/1 2011/1/25 1.8 
(２) 2011/1/25 2011/2/1 -1.4 
(３) 2011/2/1 2011/12/1 1.1 
(４) 2013/11/1 2014/11/1 0.48 
(５) 2017/7/1 2018/3/1 1.1 
(６) 2018/3/1 2018/3/10 -0.66 
(７) 2018/3/10 2019/1/31 1.0 

積算値 3.5 

固定した茂木ソースの位置 

新燃岳 

固定点 

図 10-1 霧島山 噴出物量及び地殻変動から推定した体積変化量の積算の推移 

（2009 年 1 月～2019 年５月） 
 

霧島山の物質収支として、噴出物量とマグマの蓄積と考えられる体積変化量についてとりまとめ

た。ここでは揮発性物質の放出については取り扱わない。体積変化量については、GNSS 地殻変動観

測からえびの岳地下付近をソースとする球状モデル(山川・茂木モデル)の膨張量を期間ごとに計算

(図 10-2)し、積算したものから時間変化を推定している。マグマ噴出積算量については、2011 年、

2018 年の噴火における噴出物データ（火砕物及び火口内の蓄積溶岩の総和）から見積もられたマグ

マ噴出量を積算したものから時間変化を推定しており、ソース位置は 2017 年７月から 2018 年３月

初頭までの GNSS 地殻変動観測から推定し、2009 年からソース位置は変わらないと仮定している（第

141 回火山噴火予知連絡会、気象庁資料）。また、その座標を図中に示す。 

期間(１)～(７)について、期間の日時及び GNSS 地殻変動観測から見積もったソース膨張量を図中

に示す。2009 年 11 月１日からの膨張量収支としては、3.5×10７㎥の膨張と推定される。 
 

※(国)：国土地理院 えびの(国)―牧園(国)の基線長については、国土地理院の解析結果（F3 解及び R3

解）を使用した。 

※この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

 

体積変化積算量 

マグマ噴出積算量 

 体
積

変
化

積
算

量
 

11/1 

1/25 

2/1 

12/1 
11/1 

11/1 7/1 

3/1 

3/10 

1/31 

ΔVG(GNSS 地殻変動観測から推定) 

ΔVD (噴出物データから推定) 

(1) (2)(3)          (4)             (5) (6)(7) 
えびの(国)―牧園(国) 
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図 10-2 霧島山（新燃岳） 霧島山周辺の GNSS 変動源推定 
 

図10-1で示した変動源位置を固定し、GNSSの水平変位量から球状モデルの膨張量を図10-1

中の期間(１)～(７)で推定した。 
 

使用観測点は、①牧園(国)、②えびの(国)、③都城２(国)、④野尻(国)、綾(国)の５点である。基

準点は、綾(国)である。(国)：国土地理院 国土地理院の解析結果（F3 解及び R3 解）を使用した。

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。図中では、

各観測点での GNSS 変動の観測結果を  、求めた球状モデルでの GNSS 変動の理論値を   で示

している。また、推定された膨張源を×、収縮源を×で示している。 

 

0.005m 
0.005m 

0.005m 
0.005m 

0.01m 
0.01m 

0.01m 
0.01m 

0.01m 
0.01m 

0.01m 
0.01m 

0.01m 
0.01m ：膨張源 

 

：収縮源 
 

：GNSS 変位、観測値 

：GNSS 変位、理論値 

 

④  

①  

③  

②  

（１） （２） 

（３） （４） 

（５） （６） 

（７） 
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図 11 霧島山（新燃岳） GNSS 観測点基線図 
 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示す。 

（国）：国土地理院 
 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』及び国土数値情報の

『湖沼』を使用した。 
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御鉢

○ 概況（2019 年２月～６月 10 日）

・噴煙など表面現象の状況（図１～６、図７-①）

火口縁を越える噴煙は観測されなかった。 

２月 21 日に実施した現地調査では、特段の変化は認められず、これまでと同様

に火口底付近、火口壁南側及び火口壁西側で地熱域を確認した。また、火口内で弱

い噴気が認められた。 

３月 26 日に海上自衛隊第１航空群の協力により実施した上空からの観測では、

火口内及び火口周辺の状況に特段の変化は認められなかった。 

・火山性地震、微動の状況（図７-②～⑤、図８）

火山性地震は、少ない状態で経過した。震源が求まった火山性地震は、御鉢火口

直下のごく浅いところ及び深さ１km 付近に分布した。 

火山性微動は観測されていない。 

・地殻変動の状況（図９～11）

GNSS 連続観測や傾斜計では、火山活動によると考えられる特段の変化は認められ

なかった。 

火山性地震は少ない状態で経過した。火山性微動は観測されなかった。 

地殻変動観測では、火山活動によると考えられる特段の変化は認められなかった。 

噴火の兆候は認められないが、今後の火山活動に留意すること。 

図１ 霧島山（御鉢） 御鉢の状況（４月 19 日、猪子石監視カメラ） 

火口縁を越える噴煙は観測されなかった。 

御鉢 

高千穂峰 
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図２ 霧島山（御鉢） 火口内の状況（火口縁北西側から観測） 

火口底付近及び火口壁南側（T8、T9）で、これまでと同様に地熱域（赤破線）が認めら

れた。また、火口内で弱い噴気が認められた。 

図３ 霧島山（御鉢） 火口内の状況（火口縁北西側から観測） 

火口壁西側で、これまでと同様に地熱域（赤破線）が認められた。 

2019 年２月 21日（晴） 2019 年２月 21 日 12 時 35 分 

T8 
T9 

2018年 11月 29日（晴） 2018 年 11 月 29 日 14 時 19 分 

T8 
T9 

日射による影響 

2019 年２月 21日（晴） 2019 年２月 21 日 12 時 35 分 

火口壁西側 

T8 T9

2018年11月29日（晴） 2018 年 11 月 29 日 14 時 18 分 

火口壁西側 

T8 T9 

日射による影響 
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図４ 霧島山（御鉢） 観測位置、撮影方向及び噴気孔位置 

地理院地図 

：観測位置 

：撮影方向 

：噴気孔位置 

200m 

T8 
T9 

図２ 図３ 
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 図５ 霧島山（御鉢） 御鉢の火口内及び火口周辺の状況 

（①：2019年３月26日、②：2018年10月22日、③：2018年３月14日、④：2018年３月２日）

３月26日の観測では、火口内及び火口周辺の状況に特段の変化は認められなかった。

2018 年３月２日 10 時 14 分（曇）

鹿児島県消防・防災ヘリコプターから撮影
2018 年３月 14 日 15 時 14 分（晴）

九州地方整備局ヘリコプターから撮影

図５-④ 

図５-② 

図５-③ 

：観測位置 

：撮影方向 

地理院地図 

① ②

③ ④

図５-① 

2018 年 10 月 22 日 13 時 52 分（晴）

海上自衛隊第１航空群 P-3C から撮影

図６ 霧島山（御鉢） 観測位置及び撮影方向 

１km 

御

鉢 

2019 年３月 26 日 14 時 59 分（快晴） 

海上自衛隊第 1航空群 P-3C から撮影 
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 図７ 霧島山（御鉢） 火山活動経過図 （2003 年１月～2019 年６月 10 日） 

＜2019 年２月～2019 年６月 10 日の状況＞ 

・火口縁を越える噴煙は観測されなかった。

・火山性地震は少ない状態で経過した。

・火山性微動は観測されていない。

４時間 16 分 23～ 

55 分 

82 
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図８ 霧島山（御鉢） 震源分布図（2010 年１月～2019 年６月 10 日） 

＜2019 年２月～2019 年６月 10 日の活動状況＞ 

震源が求まった火山性地震は、御鉢火口直下のごく浅いところ及び深さ１km 付近に分布した。 

※御鉢周辺の震源のみ図示している。

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。

 

：2010 年１月～2019 年１月 31 日の震源 

：2019 年２月～2019 年６月 10 日の震源

△ 

高千穂峰 

御鉢 

東西断面図 深さの時系列図

南北方向の時系列図震央分布図
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図９ 霧島山（御鉢） 高千穂河原傾斜計の変化（2017 年６月～2019 年６月 10 日） 

＜2019 年２月～2019 年６月 10 日の状況＞ 

傾斜計では、火山活動によると考えられる特段の変化は認められなかった。 

図 10 霧島山（御鉢） GNSS 観測点基線図 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』及び国

土数値情報の『湖沼』を使用した。 

新燃岳噴火に伴う変動

1.0μradian 

南北方向（北-UP） 

東西方向（東-UP） 
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図 11 霧島山（御鉢） GNSS 連続観測による基線長変化 

（2010 年１月～2019 年６月 10 日） 

火山活動によると考えられる変化は認められなかった。 

この基線は図 10 の①～⑤に対応している。 

基線の空白部分は欠測を示している。 

2010 年 10 月及び 2013 年１月に、解析方法を変更している。 

一部の観測点に関連する基線で５月中旬頃から変化が認められるが(橙破線内)、火山活

動とは関係のない変化と判断している。 

2013 年１月１日解析開始

2013 年４月７日解析開始

2013 年４月７日解析開始

2013 年４月７日解析開始
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霧島山（広域） 

○ 概況（2019 年２月～６月 10 日）
・韓国岳付近及び北東側

韓国岳付近及び北東側の地震は、６月１日に 21 回を観測するなど時々やや多い

状態となった。また、韓国岳付近では浅い所を震源とする低周波地震は２月に３回

観測したが、それ以降、観測されていない。

６月 13 日に韓国岳から実施した現地調査では、韓国岳火口内に噴気や地熱域等

は確認されなかった。

・大浪池付近及び南西側

大浪池付近及び南西側の地震は、時々発生していた。 

６月 13 日に韓国岳から実施した現地調査では、大浪池周辺に噴気や地熱域等は

確認されなかった。 

・新燃岳の北側２km 付近（獅子戸岳付近）

獅子戸岳付近の地震は、2018 年７月以降、観測されていない。 

・新燃岳の北東側 2.5km 付近（大幡山付近）

大幡山付近の地震は、２月に１回観測したが、それ以降、観測されていない。 

・えびの岳付近

えびの岳付近（硫黄山から南西約３km）の地震は、2018 年 10 月以降、観測され

ていない。 

・大霧付近

大霧付近では、時々活発な地震活動が見られている。５月に一時的に地震が増加

するなどやや活動が活発になった。 

霧島山110



第 144回火山噴火予知連絡会 気象庁 

図１ 霧島山 霧島山の震源分布図（2018 年１月～2019 年６月 10 日） 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。
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図 2-1 霧島山 霧島山の月毎の震源分布図 

（左上：2019 年１月、右上：2019 年２月、左下：2019 年３月、右下：2019 年４月） 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。
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図 2-2 霧島山 霧島山の月毎の震源分布図（2019 年５月１日～６月 10 日） 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。
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図３ 霧島山 新燃岳、硫黄山、韓国岳及び韓国岳北東付近を震源とする火山性地震の活動経過図 

（2017 年１月～2019 年６月 10 日） 
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 図４ 霧島山 一元化震源による広域の地震活動（2000 年１月～2019 年６月 10 日） 

※表示している震源には、震源決定時の計算誤差の大きなものが表示されることがある。

※この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。
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2019 年１月９日（曇） 

2019年１月９日13時 16分 

2019 年６月 13 日 12 時 40 分 

2019 年６月 13 日（曇） 

図５ 霧島山 韓国岳火口の状況（韓国岳から観測） 

韓国岳火口内に地熱域等は認められなかった。 

日射による影響 
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2019年１月９日12時 32分 

2018 年 12 月 13 日（晴） 2018年 12月 13日 11時 15分 

2018 年 10 月 12 日（薄曇） 2018年 10月 12日 12時 22分 

2019 年１月９日（晴） 

図６ 霧島山 大浪池の状況（韓国岳から観測） 
 

大浪池周辺に地熱域等は認められなかった。 

 

2019 年６月 13 日（薄曇） 2019 年６月 13 日 12 時 05 分 
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図９ 霧島山 観測点配置図 
 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示している。 
（国）：国土地理院、（震）：東京大学地震研究所、（鹿大）：鹿児島大学 
（防）：防災科学技術研究所、（宮）：宮崎県、（鹿）：鹿児島県 

 

地図の作成に当たっては、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』及び国土数値

情報の『湖沼』を使用した。 
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